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議
案
第　

号
、
平
成　

年
度
座

９４

２８

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、

歳
入
の
確
保
、
歳
出
に
お
け
る
工

夫
な
ど
、
積
極
的
に
国
、
県
へ
要

望
し
、
追
加
の
交
付
金
の
内
定
を

受
け
、
平
成　

年
度
に
予
定
し
て

２９

い
た
も
の
を
前
倒
し
を
し
て
実
施

す
る
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
当

局
と
し
て
、
政
策
的
、
戦
略
的
に

取
り
組
ん
だ
事
業
と
し
て
、
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
お
示
し

く
だ
さ
い
。

　

都
市
部
長　

道
路
関
係
の
戦
略

的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
市
の
戦

略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
南
東
部
地
区
総
合

交
通
対
策
事
業
の
小
松
原
交
差
点

改
良
事
業
や
市
道　

号
線
道
路
改

３８

良
事
業
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、相
模
が
丘
、

広
野
台
、
小
松
原
地
区
の
慢
性
的

な
交
通
渋
滞
の
緩
和
の
一
環
と
し

て
交
差
点
改
良
を
行
う
も
の
で
す

が
、
小
松
原
交
差
点
改
良
事
業
で

は
、
関
係
地
権
者
か
ら
い
ず
れ
も

前
向
き
な
回
答
を
得
て
お
り
、
今

回
、
一
部
の
地
権
者
か
ら
用
地
協

力
の
内
諾
が
得
ら
れ
た
た
め
、
用

地
を
前
倒
し
を
し
て
取
得
す
る
も

の
で
す
。

　

一
方
、
市
道　

号
線
道
路
改
良

３８

事
業
は
、
市
の
事
業
と
し
て
着
実

に
進
捗
し
て
い
ま
す
が
、
一
部
の

地
権
者
固
有
の
事
情
に
よ
り
用
地

協
力
が
ま
だ
得
ら
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
粘
り
強
く
交
渉
し
、
用

地
取
得
が
調
っ
た
箇
所
か
ら
改
良

工
事
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

総括質疑  総括質疑  総括質疑  
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

費
の
増
額
に
つ
い
て
、
予
定
を
前

倒
し
し
て
平
成　

年
２
月
１
日
よ

２９

り
新
た
な
運
行
を
開
始
す
る
理
由

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま
た
、
運

行
ル
ー
ト
、
運
賃
の
見
直
し
内
容

を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

都
市
部
長　

新
た
な
運
行
開
始

は
平
成　

年
度
当
初
を
目
指
し
て

２９

進
め
る
予
定
で
し
た
が
、
市
民
か

ら
の
要
望
等
も
あ
り
、
利
便
性
を

よ
り
向
上
さ
せ
る
た
め
、
前
倒
し

を
し
て
運
行
で
き
る
よ
う
、
座
間

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
交
通
体

系
の
あ
り
方
検
討
会
等
で
協
議
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
協
議
の

中
で
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ
、

可
能
な
限
り
早
期
の
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
を
図
る
た
め
、
運
行
事
業

者
や
交
通
管
理
者
、
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
管
理
者
な
ど
関
係
機
関
と
協

議
を
積
み
重
ね
、
当
初
計
画
を
２

カ
月
早
め
、
平
成　

年
２
月
１
日

２９

の
運
行
開
始
と
し
た
も
の
で
す
。

　

運
行
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
な
る
利
便
性
向
上
の
た
め
、
芹

沢
公
園
、
さ
が
み
野
駅
ロ
ー
タ
リ

ー
、
座
間
総
合
病
院
へ
の
乗
り
入

れ
を
開
始
し
、
利
用
者
の
多
い
小

松
原
・
相
模
が
丘
循
環
コ
ー
ス
で

は
中
型
バ
ス
を
導
入
し
て
乗
り
残

し
を
解
消
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
運
賃
に
つ
い
て
は
、
あ

り
方
検
討
会
等
で
安
定
的
、
継
続

的
な
運
行
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、 

事
業
収
支
率
を
向
上
さ
せ
る
必
要

も
あ
る
と
の
意
見
も
あ
り
、
受
益

者
で
あ
る
お
客
様
が
負
担
す
る
運

賃
を
１
５
０
円
へ
改
訂
す
る
も
の

で
す
。

　

今
回
、
一
般
会
計
全
体
で　

億
１２

７
１
１
５
万
２
千
円
を
増
額
補
正

し
ま
す
が
、
歳
入
の
増
額
分
と
し

て
は
、
特
別
会
計
か
ら
の
繰
入
金

の
増
や
一
般
会
計
の
前
年
度
繰
越

金
の
増
、
国
庫
支
出
金
の
増
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
歳
入
の
減

額
分
で
は
、
法
人
市
民
税
や
普
通

交
付
税
の
減
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
歳
出
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
や
小
田
急
相

模
原
駅
前
西
地
区
市
街
地
再
開
発

事
業
の
増
額
補
正
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
財
政
調
整
基
金

か
ら
４
億
３
４
７
４
万
７
千
円
を

追
加
し
て
財
源
調
整
を
行
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
決
算
が　

億
円
余

１４

の
黒
字
決
算
で
、
繰
り
越
し
財
源

を
除
い
た
実
質
収
支
額
が　

億
円

１２

余
の
黒
字
で
し
た
が
、
財
政
調
整

基
金
が
増
え
る
ど
こ
ろ
か
逆
に
減

っ
て
い
ま
す
。
臨
時
福
祉
給
付
金

事
業
は
、金
額
は
大
き
い
で
す
が
、

補
助
率　

分
の　

の
た
め
、
一
般

１０

１０

財
源
に
影
響
は
な
く
、
生
活
保
護

の
法
定
扶
助
事
業
も
金
額
は
大
き

い
で
す
が
、
国
庫
負
担
率
は
４
分

の
３
で
影
響
は
少
な
く
、
臨
時
財

政
対
策
債
の
減
や
予
定
外
の
歳
出

な
ど
の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、 

財
政
調
整
基
金
が
減
っ
た
要
因
を

伺
い
ま
す
。

　

企
画
財
政
部
長　

本
補
正
で
は
、

緊
急
に
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
っ
た
大
規
模
な
建
設
事
業
や
、

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
生
じ

た
経
費
の
財
源
と
す
る
た
め
に
、

財
政
調
整
基
金
を
活
用
す
る
結
果
、

財
政
調
整
基
金
残
高
が
減
少
し
た

も
の
で
す
。

　

議
案
第　

号
、
平
成　

年
度
座

９４

２８

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
都
市

部
所
管
、
南
東
部
地
区
総
合
交
通

対
策
事
業
費
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

小
松
原
交
差
点
の
西
を
南
北
に

走
る
市
道　

号
線
道
路
改
良
事
業

３８

で
は
、
並
行
す
る
市
道　

号
線
の

１３

交
通
渋
滞
緩
和
対
策
の
一
環
と
し

て
、
用
地
買
収
と
並
行
し
、
道
路

改
良
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
、
車
道
の
整
備
並
び
に
歩
道

設
置
工
事
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
用
地

協
力
が
得
ら
れ
て
い
な
い
箇
所
が

あ
り
、
本
年
度
予
定
し
て
い
た
一

部
の
工
事
を
施
工
で
き
な
い
こ
と

か
ら
工
事
請
負
費
が
１
２
５
０
万

円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
改
良
用
地
内
の
物

件
補
償
に
つ
い
て
は
、
地
権
者
と

補
償
内
容
の
調
整
が
調
わ
ず
、
補

償
の
執
行
が
困
難
と
な
り
、
１
億

１
千
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

市
道　

号
線
道
路
改
良
事
業
に

３８

つ
い
て
、
当
初
の
計
画
ど
お
り
改

良
が
可
能
で
あ
る
の
か
お
示
し
く

だ
さ
い
。

　

都
市
部
長　

市
道　

号
線
道
路

３８

改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
大
型
商

業
施
設
開
業
ま
で
に
は
車
両
の
交

互
通
行
は
確
保
で
き
ま
す
が
、
歩

道
用
地
等
の
一
部
に
未
完
了
の
箇

所
が
残
る
可
能
性
は
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

地
権
者
固
有
の
事
情
に
よ
り
、

用
地
協
力
が
得
ら
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
積

極
的
に
改
良
事
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

一
般
会
計
債
務
負
担
行
為
補
正

の
事
務
事
業
機
器
等
賃
借
料
の
変

更
は
、
小
学
校
２
校
へ
車
椅
子
階

段
昇
降
機
を
配
備
す
る
た
め
の
リ

ー
ス
代
５
年
分
の
増
額
変
更
で
す
。

本
変
更
は
障
害
者
差
別
解
消
法
や

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
視
点
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
広

げ
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
教
育
環

境
を
保
障
す
る
方
向
に
あ
る
も
の

と
捉
え
ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
車
椅
子
階
段
昇
降
機
を

使
用
す
る
と
き
に
は
ど
の
よ
う
な

介
助
者
を
想
定
し
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
使
用
の
際
に
保
護
者

側
に
介
助
を
求
め
る
こ
と
は
な
い

の
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　

教
育
部
長　

神
奈
川
県
は
支
援

教
育
の
理
念
の
も
と
、
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
を
推
進
し
て
お
り
、
本
市
と

し
て
も
県
の
意
向
に
沿
っ
て
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
推
進
す
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
以
前

か
ら
そ
の
対
応
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も
当
事
者
か

ら
合
理
的
配
慮
を
求
め
る
意
思
表

示
が
あ
っ
た
場
合
は
、
同
法
に
基

づ
き
個
々
の
事
案
ご
と
に
当
事
者

と
十
分
に
相
談
し
た
上
で
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

　

車
椅
子
階
段
昇
降
機
の
操
作
に

つ
い
て
は
、
講
習
を
受
け
た
教
員

の
中
か
ら
原
則
１
名
が
行
い
ま
す
。

　

介
助
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
か

ら
の
申
し
出
が
あ
れ
ば
全
て
学
校

側
で
遺
漏
の
な
い
よ
う
対
応
し
ま

す
。

ざ
ま
明
進
会
（
松
橋　

淳
郎 
議
員
）

交
通
渋
滞
緩
和
に
向
け
た

市
道　

号
線
道
路
改
良
事
業
に
つ
い
て

38

自
民
党
・
い
さ
ま
（
荻
原　

健
司 
議
員
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
見
直
し
の

前
倒
し
実
施
に
つ
い
て
問
う

ざ
ま
大
志
会
（
沖
本　

浩
二 
議
員
）

政
策
的
、
戦
略
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う

日
本
共
産
党
（
守
谷　

浩
一 
議
員
）

前
年
度
実
質
収
支
が
黒
字
な
の
に

財
政
調
整
基
金
の
減
、
要
因
を
問
う

　

議
案
第　

号
、
平
成　

年
度
座

９４

２８

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
の
生
活

保
護
法
定
扶
助
事
業
費
に
つ
い
て
、

保
護
率
が
今
年
度
４
月
１
日
時
点

で　

・
８
パ
ー
ミ
ル
、　

月
１
日

１９

１０

時
点
で　

・
６
パ
ー
ミ
ル
と
減
少

１８

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
１

億
５
千
万
円
の
増
額
補
正
が
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
本
市
の
扶
助
別
内

訳
と
近
隣
市
も
本
市
と
同
様
の
傾

向
で
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、本
市
の
現
状
に
対
し
て
、

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

福
祉
部
長　

本
市
に
お
け
る
扶

助
別
内
訳
は
、
今
年
度
当
初
予
算

総
額
約　

億
５
千
万
円
に
対
し
、

４１

医
療
扶
助
費
は
約　

億
８
千
万
円

１６

で　

・
４
％
、
住
宅
扶
助
費
は
約

４０
８
億
５
千
万
円
で　

・
５
％
、
生

２０

活
扶
助
費
は
約　

億
５
千
万
円
で

１４

　

・
８
％
で
す
。
近
隣
市
の
傾
向

３４に
つ
い
て
は
、
医
療
扶
助
に
お
け

る
新
薬
の
使
用
者
数
は
市
に
よ
っ

て
大
き
く
差
が
あ
り
、
当
初
予
算

で
あ
る
程
度
医
療
扶
助
費
の
増
を

見
込
ん
で
い
た
か
、
あ
る
い
は
、

当
初
予
算
の
中
で
対
応
可
能
と
し

て
い
る
市
が
多
く
、
必
ず
し
も
本

市
と
同
じ
傾
向
に
あ
る
と
は
言
え

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
生
活
保
護
全
体
の
傾
向

と
し
て
、
高
齢
者
世
帯
の
増
加
が

進
む
こ
と
で
扶
助
費
が
増
加
し
て

お
り
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、
増

え
続
け
る
医
療
扶
助
費
、
介
護
扶

助
費
に
つ
い
て
、
病
状
把
握
と
医

療
扶
助
適
正
化
に
取
り
組
む
と
と

も
に
重
い
病
気
や
介
護
が
必
要
に

な
ら
な
い
よ
う
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
明
党
（
安
田　

早
苗 
議
員
）

増
え
続
け
る
医
療
扶
助
費

今
後
の
課
題
を
問
う

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
安
海　

の
ぞ
み 
議
員
）

小
学
校
へ
の
車
椅
子
階
段
昇
降
機

設
置
を
問
う

　座間市議会だよりでは、各議員の文責により発言内容の要旨
を掲載しています。詳細は会議録をご覧ください。
　会議録は、市議会のホームページ、本庁舎１階の市民情報コ
ーナー、図書館でご覧いただけます。
　なお、１２月定例会の会議録は２月下旬ごろから閲覧できます。

会議録をご覧会議録をご覧くくださいださい


